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クロサワツブミズムシ Satonius kurosawai（M. Satô）は，体長１．４１．６mmほどのツブミズムシ科に属

する水生甲虫である（佐藤，１９８５）．日本固有種とされ，本州，四国，屋久島に分布する．日当たりの良い

湿岩環境を好み，出雲市平田地域では鰐淵寺川など唐川川水系で生息が確認されている（林，２００７；林ほ

か，２００８など）．

ホシザキグリーン財団研究報告 第１１号:９２頁，２００８年３月
Bull. Hoshizaki Green Found．（１１）:９２，Mar．２００８

写真 クロサワツブミズムシの幼虫

２００６年５月２１日１１時０１分，出雲市別所町鰐淵寺の鰐淵寺川にて撮影．この幼虫は，水の滴る湿った垂直な岩盤に
成虫と共に生息していた．
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